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【シンポジウムⅡ】	 


















一方腎臓や副腎におけるアンジオテンシン受容体 Type	 1	 (AT1)および Type	 2	 
(AT2)の量を成長後に解析したところ、AT1 には差が無いが AT2 は低タンパク質
食曝露群では低下すること、食塩を負荷した群においては逆に AT2 が食塩負荷
により増えることを見出した。AT2 の遺伝子のプロモーター領域のメチル化を調
べると、低タンパク質食曝露の影響を顕著に受けている CpG サイトが２個所見
出された。	 
	 準必須アミノ酸であるアルギニンは、新生児期において成長を促進する作用
が報告されている。Wistar 系ラットにおいて、授乳期に２％アルギニン添加食
を摂食させ、離乳後仔に通常の餌を与えた後、６週齢から 12 週齢まで高脂肪食
を摂食させた。すると授乳期アルギニン添加食群においてのみ、高脂肪食によ
る顕著な体重増加や脂肪蓄積、インスリン抵抗性が見られた。これは、新生児
期におけるアミノ酸栄養によるメタボリックメモリーの新しいモデルとして興
味深い現象である。	 
	 
	 	 
